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24∴ 撤戦降下装置の大きさと DDT･粉剤のイエ人工成虫を落下仰抵せしめる効力と .
の掲倒こついて｡殺虫剤Z)生物試験にかんする研究三郎 4払 畢沢純夫こく京都大学化学
研究所武居祈死宣)27.10.31.受理













































































































































































































































の 検 定 をおこなった結果は第4表のごと く.で あ る｡
第 3 表 の b.は時間一致落下仲居虫致率回府税 の角係数
b と はことなる).㌔
さ て ここでこの程線が No.1.Y3 の装匠か らえ ら
か た松 と交る点 ′すなわち媒両横の対 黙伯 に して 2.2
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力が卿 脚 の摩療干掛 こよっJTみだ され る傾向が な い
とはt､えない.したがって,小塑装匿においてはそ う し
た理由から導入す る個体を自ら制限する必零 も 生 じ ,
感受'1.の個体変異か ら生ず る誤益を充分 小 さ い 範 田 に
とどめるためた,相 当大鼓の個体 を も ち い な け れ ば 危
験回数を争 くーして.-そ うし た を 険 を 除 去 ず る 措 故 に で
なければ中らないであ ろ う ｡ 2 9 乃 至 3 0個 体 の イ エ J l'.i
を導入 して観察が容 易 に で き ; 正 砲 に 記 録 し う る 装 把













































































































ⅠIiromichi-M T^SUAARA (Dept.ofAg√.Chew.,Faculty ofAgr..Gfu:UnhでrSity)
′Receil,edNov.7,1952.Botyu-KagL7hzL-17,143.1952.(lYithEng)ishrestJmd147)
25 嚢琴の共力剤に関する研究(第9朝).2筒の ,3,4-恥 thylenedioxyplenyl養毛





712.R3--OICIT2-0-),(1)asarinin(IR1-ll;R2,R3 カ効光を:(け る泡には 3.4-me.ph.g.が必要である
=-OICI72-0-)及び hJ'nokinl'n (IIRl･R管主 との結論を和･比の'系列の非力剤発早の鵬 となった｡
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